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STOPいじめ
心と命を守る予防と対策
キララ上柴にパスポートセンター開設…❻
全国一斉緊急情報伝達試験…❻
渋沢栄一物語［商法会所を設立］…❽
キラリ熱中時間［髙桑早生さん］…❾
情熱農力［富田博昭さん］…❾
不活化ポリオワクチン接種…12

人口：146,803人　男性：73,387人　女性：73,416人　世帯数：55,796世帯（平成24年8月1日現在・外国籍のかたも含みます）

クラスごとに『いじめ撲滅宣言』を発表（川本中学校）
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『楽しい学校生活』…この誰もが望むことを壊すものが『いじめ』で
す。昨年10月、大津市の中学生が自殺した問題では、改めて『いじめ』
の抱える危険性が浮き彫りとなり、また、その対応にも大きな関心が
注がれることとなりました。子どもたちを『いじめ』から救うために、
わたしたちは何ができるのでしょうか。

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
学
年
別
い
じ
め
の
認
知
件

数
（
図
２
参
照
）
を
見
る
と
、
中
学
１

年
生
を
ピ
ー
ク
に
山
型
を
描
い
て
い
ま

す
。
中
学
校
入
学
前
後
は
、
生
活
の
変

化
も
あ
り
、
特
に
目
を
配
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
期
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
月
１
回
『
深

谷
市
い
じ
め
状
況
調
査
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
上
図
参
照
）。
調
査
の
結

果
、い
じ
め
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

即
座
に
解
消
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
策
も
講
じ
て
い

ま
す
。
特
に
平
成
22
年
度
に
は
、
教
師

や
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
や
、『
い
じ

め
・
暴
力
撲
滅
強
化
期
間
』
の
実
施
な

ど
多
く
の
対
策
に
力
を
入
れ
た
こ
と
か

ら
、
認
知
件
数
が
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
（
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
は
４
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）。
し
か
し
、
い
じ
め
は
な

く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
じ
め
を
防
ぐ

に
は
継
続
的
な
対
応
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
早
期
発
見
・
解
消
に
は
、
学
校
だ

け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
の
か
た
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
。
い
じ
め
で
悩
む
子

ど
も
を
な
く
す
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平

成
22
年
度
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
全
国

で
７
５
，
２
９
５
件
（
国
公
私
立
小
・

中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
）
で
す
。
こ

こ
で
の
『
い
じ
め
』
の
定
義
は
、『
一

定
の
人
間
関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心
理

的
・
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
度
は
再
び
増
加
し
ま

し
た
。近
年
、子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、『
ネ
ッ
ト
い
じ
め
』
と
い
う
新
し

い
形
の
い
じ
め
が
出
て
く
る
な
ど
、
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
増
加
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
の
内
容
と
し
て
は
（
３
ペ
ー

ジ
表
１
参
照
）、『
冷
や
か
し
や
か
ら
か

い
、
悪
口
な
ど
』
が
最
も
多
く
、
次
い

で
『
仲
間
外
れ
、無
視
』
が
続
き
ま
す
。

軽
い
気
持
ち
で
か
ら
か
っ
た
つ
も
り
で

も
、
受
け
手
が
苦
痛
に
感
じ
れ
ば
『
い

じ
め
』
で
す
。
そ
の
後
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
重
大
な
問
題
に
発
展
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
現
在
表
面
化
し
て
い
な
く

て
も
、
ど
の
学
校
・
ど
の
学
級
で
も
起

こ
り
得
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
け
れ

か
ら
か
っ
た
だ
け
…

そ
れ
も
『
い
じ
め
』
で
す
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いじめの内容 件数
冷やかし、からかい、
悪口、脅し文句など 50,235

仲間外れ、無視 15,614
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その他 16,985
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全
国
で
７
５
，
２
９
５
件

市
内
の
『
い
じ
め
』
は
減
少

今
後
も
継
続
的
に
対
応 図1：年度別いじめの認知件数（全国）表1：いじめの内容

（全国：平成22年度・重複回答あり）

図2：学年別いじめの認知件数（全国：平成22年度・特別支援学校を除く）

▲年度別いじめの認知件数（深谷市）
月1回、市内の全小・中学校を対象に、いじめに関する調査を行っています。認知件数
には、児童・生徒へのアンケートのほか、教師・保護者などからの情報も含まれます。
市のいじめの認知件数は、いずれの年度も全国平均より少ない結果となっています。
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深谷市立教育研究所
学校福祉相談員
（臨床発達心理士）
中
な か

村
む ら

佑
ゆ う

太
た

さん

子どもの不安
温かく受け止めて

　何か不安を抱えていたり、自信の持てない
子が、いじめをする（される）ことが多いです。
勉強や人間関係などさまざまな不安を少しで
も和らげてあげることが大切です。
　また、孤独を感じさせてしまうことが一番
いけません。家庭内では、積極的にコミュニ
ケーションを取り、子どもが話しやすい環境
をつくってあげてください。
　いじめはどこでも起こり得る可能性があり
ます。問題が小さいうちに、いかに対応でき
るかが重要です。早めに学校や教育研究所に
ご相談ください。一緒に解決していきましょう。

心と命を守る－予防と対策－
『STOPいじめ』

いじめを許さない
深谷市のいじめ対策

　

毎
年
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
を
対

象
に
『
い
じ
め
・
暴
力
撲
滅
強
化
期
間
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
な
実
施
内
容

①
各
学
校
で
、
い
じ
め
・
暴
力
の
実
態

に
つ
い
て
点
検
し
、
そ
の
対
応
も
含
め

て
市
教
育
委
員
会
へ
報
告

②
教
職
員
を
対
象
に
、
い
じ
め
・
暴
力

に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施

③
子
ど
も
た
ち
へ
、
い
じ
め
・
暴
力
お

よ
び
人
命
尊
重
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
級

指
導
、
道
徳
の
授
業
を
実
施

④
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
、
い
じ

め
・
暴
力
撲
滅
の
た
め
の
通
知
文
を
配
布

⑤
各
学
校
で
独
自
の
取
り
組
み
を
実
施

[

生
徒
会
に
よ
る
『
い
じ
め
撲
滅
宣
言
』

（
表
紙
写
真
）
な
ど]

　

い
じ
め
の
防
止
に
は
、
子
ど
も
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
付
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

教
員
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
支
援
者
が

学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
ど
も
を

見
守
る
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
・
暴
力
撲
滅
強
化
期
間

を
９
月
に
実
施

子
ど
も
を
見
守
る
体
制
を
強
化

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い

教育研究所専門員、臨床発達心理士が相
談に応じます。

無料
です

4-783740120-
フリーダイヤル

いじめ・暴力・人間関係
などの相談はこちら です

そうだん な や み な ししっかり

え0120‐ 4‐ 78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp
（ファクス・メールは24時間受け付け）

い-ネットい-ネットい-ネットい-ネット
深谷深谷

い-ネット
深谷深谷深谷

相談時間／平日午前9時～午後4時30分

子どもたちが安心して学校生活を送れるように、『いじめ
を許さない』という意識を共有し、また、いじめを長期化・
深刻化させないために、いち早く発見して迅速に対応し
ています。

1
学
校
総
合
支
援
員
を
全
中
学
校
に
配
置

　

校
長
経
験
者
を
中
心
と
し
た
経
験
豊

富
な
退
職
教
員
を
採
用
し
、
学
校
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
な
ど
に
係
る
家

庭
訪
問
や
、
保
護
者
へ
の
対
応
、
中
学

校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
補
習
授
業
の

支
援
な
ど
、幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
を

小
・
中
学
校
に
配
置

　

原
則
と
し
て
教
員
免
許
や
資
格
を
有

す
る
臨
時
職
員
を
採
用
し
、
学
習
支
援

や
学
校
生
活
支
援
、
校
内
・
校
外
の
巡

回
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
学
校
相
談
員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
全
中
学
校
に
配
置

　
『
学
校
相
談
員
』
は
、
中
学
校
区
の

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
臨
床
心
理
の
専
門
家

で
あ
る
『
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
』

は
、
教
職
員
や
保
護
者
へ
の
助
言
・
援

助
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の

心
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
指
導
特
別
対
策
委
員
会
の
開
催

や
、
相
互
に
授
業
参
観
を
す
る
な
ど
、

い
じ
め
・
暴
力
・
不
登
校
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
、情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
中
学
校
へ
の
進
学
時
に

も
子
ど
も
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

毎
月
市
内
全
小
・
中
学
校
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
『
深
谷
市
い
じ
め
状
況

調
査
』
で
は
、
学
年
別
の
い
じ
め
発
生

件
数
や
発
見
状
況
、
い
じ
め
の
内
容
の

ほ
か
、
対
応
・
解
消
状
況
に
つ
い
て
も

報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
と
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
い
じ
め
の
早
期
解

消
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
解
消
後
も
該

当
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
確
認
す
る

な
ど
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
が
連
携
し
て

生
徒
指
導
上
の
課
題
を
解
決

い
じ
め
解
消
後
も
継
続
的
に
対
応

▲心を耕す掲示コーナー（豊里中学校）

1
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
は
『
深
谷

い
ー
ネ
ッ
ト
（
左
記
参
照
）』
へ

　

学
校
生
活
や
人
間
関
係
の
悩
み
、
い

じ
め
や
暴
力
を
受
け
た
と
き
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

2
電
話
や
来
所
で
の
相
談
は
『
教
育
研

究
所
（
☎
５
７
２
‐
９
４
５
６
）』
へ

　

子
ど
も
の
行
動
・
情
緒
、
い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
（
来
所
で
の
相
談
は
、
要
予
約
）。

　

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
子
は
、
学
校

や
家
族
に
相
談
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
家
庭
内
や
下
校
時
な
ど
『
子

ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
な
？
い
じ
め

か
な
？
』
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
学

校
や
市
教
育
委
員
会
（
☎
５
７
２
‐

９
５
７
８
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
い
じ
め
か
な
？
』
と
感
じ
た

ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家庭でできる『いじめ』チェック
チェック項目

1 布団からなかなか出てこなかったり、
具合が悪そうである

2 学校に行くのを渋ったり、登校班の集
合場所に行きたがらない

3 服が汚れていたり、破れていたりする

4 自転車や持ち物などが壊されている

5 学校の話をしなくなる

6 友達の話をしなくなったり、いつも遊
んでいた友達と遊ばなくなったりする

7 ノートなどに「死ね」などの言葉が書か
れている

8 家族の者と話をしなくなる

9 気力をなくしたり弟や妹をいじめるなど、
急に乱暴になったり情緒不安定になる

10 なかなか寝付けないようである

▲いじめ対応ハンドブック（県教育委員会）から抜粋
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9月のご案内

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て

　

わ
た
し
が
小
さ
な
こ
ろ
、
今
か
ら
40

年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
、
家
の
近
所
に

は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。

公
園
な
ど
は
な
く
て
も
、
路
地
や
お
寺

の
境
内
な
ど
で
ベ
ー
ゴ
マ
や
缶
け
り
で

遊
び
ま
し
た
。
唐
沢
川
も
き
れ
い
で
夏

な
ど
は
よ
く
水
遊
び
も
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
人
口
が
増
え
る
に
従
っ
て
、

道
路
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
り
、
側
溝

も
整
備
さ
れ
遊
び
場
も
少
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
行
政

と
し
て
も
増
え
続
け
る
税
収
に
よ
り
、

公
共
施
設
や
環
境
整
備
な
ど
、
思
う
が

ま
ま
に
で
き
た
時
代
で
し
た
。

　

先
日
の
新
聞
は
、
埼
玉
県
の
人
口
が

初
め
て
自
然
減
に
転
じ
た
と
報
じ
ま
し

た
。
要
す
る
に
、
出
生
者
よ
り
死
亡
者

が
上
回
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
転
入

者
が
増
え
た
た
め
、
総
人
口
は
増
え
ま

し
た
が
、
転
入
者
が
増
え
た
の
は
県
南

東
部
の
一
部
の
市
で
、
県
北
西
部
の
39

の
市
町
村
で
人
口
が
減
り
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
は
経
済
規
模
を
縮
小
さ

せ
、
成
長
力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
そ
の
た
め
、

市
で
は
10
月
か
ら
、
通
院
を
含
む
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し

ま
す
。
さ
ら
に
近
隣
の
市
町
と
も
連
携

し
て
、
中
学
生
ま
で
な
ら
市
外
で
も
診

察
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
か
な
く
て
も

済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。学
校
内
で
も
、

今
年
度
は
校
舎
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
耐

震
化
が
終
了
し
、
安
心
し
た
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
、
税
収
も
落
ち
込
ん
で
い
る
時
代
で

は
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
も
、深
谷
に
ず
っ

と
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
深

谷
を
愛
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
課
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
青
い
山
脈
」「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」

「
純
愛
物
語
」「
真
昼
の
暗
黒
」

と
き　

９
月
16
日
㈰
〜
20
日
㈭
①
②
③

④
（
①
は
午
前
10
時
か
ら
上
映
）

内
容　

名
匠
・
今
井
正
監
督
の
代
表
作

を
５
日
間
に
わ
た
り
１
本
５
０
０
円
で

上
映
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

「
鬼
に
訊き

け
」　　
　

  （
日
本
・
88
分
）

と
き　

９
月
21
日
㈮
・
22
日
㈷
①
②
③

④内
容　

宮
大
工
・
西
岡
常
一
の
偉
業
と

告
白
の
記
録

「
シ
グ
ナ
ル
〜
月
曜
日
の
ル
カ
」

（
日
本
・
１
１
２
分
）

と
き　

９
月
23
日
㈰
〜
26
日
㈬
①
③
、

27
日
㈭
〜
29
日
㈯
②
④

内
容　

古
び
た
映
画
館
か
ら
一
歩
も
外

へ
出
ず
生
活
す
る
美
少
女
映
写
技
師
ル

カ
に
謎
の
男
の
影
が
迫
る
。

「
汽
車
は
ふ
た
た
び
故
郷
へ
」

（
仏
ほ
か
・
１
２
６
分
）

と
き　

９
月
23
日
㈰
〜
26
日
㈬
②
④
、

27
日
㈭
〜
29
日
㈯
①
③

内
容　

旧
ソ
連
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
移
住

し
た
映
画
監
督
の
苦
難
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
く
人
生
賛
歌

※
上
映
情
報
は
予
定
で
す
。
予
告
な
し

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
が
母
の
記
」（
日
本
・
１
１
８
分
）

と
き　

９
月
２
日
㈰
〜
８
日
㈯
①

内
容　

井
上
靖
の
自
伝
的
小
説
を
役
所

広
司
・
樹
木
希
林
の
共
演
で
情
感
豊
か

に
描
き
上
げ
る
。

「
幸
せ
へ
の
キ
セ
キ
」（米

・
１
２
４
分
）

と
き　

９
月
２
日
㈰
〜
８
日
㈯
②
③
④

内
容　

問
題
児
の
息
子
に
手
を
焼
く
父

親
が
失
業
を
機
に
心
機
一
転
、
環
境
の

良
い
格
安
物
件
を
入
手
す
る
が
、
そ
こ

に
は
動
物
園
の
経
営
と
い
う
絶
対
条
件

が
付
随
し
て
い
た
。

「
レ
ン
タ
ネ
コ
」（
日
本
・
１
１
０
分
）

と
き　

９
月
９
日
㈰
〜
15
日
㈯
①
②
③

④内
容　

悩
み
多
き
人
の
心
を
癒
や
す
た

め
、
猫
の
レ
ン
タ
ル
を
開
業
し
た
女
性

が
巡
り
合
う
ほ
の
ぼ
の
人
間
模
様

Ｑ

Ａ

こども医療費が拡充されると聞きまし
たが、いつから、どのようになるので
すか。

10月から助成の範囲を中学生の通院
まで拡大します。また、市外での窓口
払いも必要なくなります。

　10月診療分から、通院に係る医療費の助
成対象年齢を中学校卒業まで拡大します。ま
た、熊谷市・寄居町・本庄市・上里町・美里
町・神川町の医療機関（一部を除く）で受診
した場合も、市内と同様に窓口払いが必要な
くなります。ただし、1つの医療機関で1か
月に医療費の合計が21,000円以上の場合な
どは、窓口払いが必要となることがあります。
　詳細は、こども青少年課（☎574‐6646）
へお問い合わせください。

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

※
祝
休
日
・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
）
を
除
き
ま
す
。

注
意
事
項

▪
９
月
末
ま
で
に
県
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
た
場
合
は
、
申
請

し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
交
付
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▪
勤
務
先
・
通
学
先
な
ど
の
関
係
か
ら

市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
申
請
が

難
し
い
場
合
は
、
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
10
月
１
日
以
降
・
☎
５
７
２
‐

５
７
７
０
）、
市
民
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
０
）、県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８
‐
６
４
７
‐
４
０
４
０
）

　

市
で
は
、
10
月
１
日
㈪
か
ら
、
キ
ラ

ラ
上
柴
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
。

　

次
の
か
た
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
申

請
・
受
け
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

対
象

①
市
民

②
学
生
や
単
身
赴
任
な
ど
で
県
外
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
て
、
深
谷
市
に
住
ん

で
い
る
か
た

③
海
外
か
ら
の
一
時
帰
国
者

取
扱
時
間

▪
申
請
＝
月
〜
金
曜
日

▪
交
付
＝
月
〜
金
曜
日
・
日
曜
日

※
と
も
に
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

キ
ラ
ラ
上
柴
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
開
始

深
谷
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

1

医
師
育
成
奨
学
生
に
35
人
応
募

2　

市
で
は
、
市
内
の
医
師
確
保
に
向
け

医
師
を
目
指
す
高
校
３
年
生
（
既
卒
生

を
含
む
）
を
対
象
に
、
医
師
育
成
奨
学

生
（
定
員
２
人
）
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

35
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

選
考
方
法　

１
次
選
考
＝
学
力
検
査
・

論
文
・
書
類
審
査
、
２
次
選
考
＝
面
接

合
格
・
補
欠
発
表　

10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
☎
５
７
４
‐

８
０
９
６
）

　

市
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

災
害
時
に
、
全＊

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊジ

ェ
イ

‐
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
市
民
の
皆

さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
緊
急
情
報

伝
達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

＊
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
地
震
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

と
き　

９
月
12
日
㈬
①
午
前
10
時
ご
ろ

②
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
（
２
回
実
施
・

全
国
的
に
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
）

内
容　

市
内
２
４
０
か
所
に
設
置
し
て

あ
る
防
災
行
政
無
線
と
戸
別
受
信
機
か

ら
放
送
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、
試
験
放

送
で
す
。」と
３
回
繰
り
返
し
た
後
、「
こ

ち
ら
は
、防
災
深
谷
で
す
。」と
放
送
し
、

防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
防
災
課
（
☎
５
７

４
‐
８
５
９
７
）

防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た

全
国
一
斉『
緊
急
情
報
伝
達
試
験
』

3

深谷市長　小島　進
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　ハイビスカスやポインセチアなど、四季を

彩る多種多様な鉢花を栽培している鉢花農家

2代目の富田さん。「丈夫で長持ちする花を

届けたい。季節ごとに旬の花を楽しんでもら

いたい」と、販売状況からニーズを分析。小

まめに品種を変えたり、試作の花を栽培する

などしています。「他の地域に比べ、若手の

鉢花生産者は多いと思います。後継者仲間と

力を合わせ、深谷の鉢花を盛り上げていきた

い」と、優しく花に視線を落としました。

季節の花
を身近に

富
と み

田
た

 博
ひ ろ

昭
あ き

さん（32歳・武蔵野）

第
二
の
人
生
で
世
界
に
羽
ば
た
く

　

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
陸

上
競
技
３
種
目
（
１
０
０
ｍ
・
２
０
０

ｍ
・
走
り
幅
跳
び
）
に
出
場
す
る
髙
桑

早
生
さ
ん
（
20
歳
）。

　

髙
桑
さ
ん
は
、
上
柴
東
小
６
年
の
時

に
骨
肉
腫
を
患
い
、
上
柴
中
１
年
の
時

に
左
足
ひ
ざ
下
を
切
断
し
ま
し
た
。

　

知
人
か
ら
、
こ
う
い
う
世
界
も
あ
る

と
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
『
は
ば
た
き
陸

上
大
会
』
が
、
陸
上
競
技
へ
の
扉
を
開

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

見
る
色
と
り
ど
り
の
ス
ポ
ー
ツ
用
義
足

と
、
生
き
生
き
と
疾
走
す
る
競
技
者
の

姿
に
「
自
分
も
新
し
い
こ
と
を
始
め
て

み
よ
う
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。「
自
分

の
体
一
つ
で
勝
負
す
る
、
体
を
目
い
っ

ぱ
い
使
う
陸
上
を
や
り
た
い
」
と
、
成

徳
深
谷
高
で
は
陸
上
競
技
部
に
所
属
。

ス
プ
リ
ン
タ
ー
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
用
義
足
を
履
く
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
走
る
の
が
楽
し
く
て
、

陸
上
に
の
め
り
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
の
気
持
ち
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
短

期
間
で
才
能
を
開
花
さ
せ
ま
す
。

　

高
校
２
年
の
時
に
出
場
し
た
初
の
国

際
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
慶
大
に

進
学
し
た
昨
年
に
は
、
国
内
大
会
で
自

己
ベ
ス
ト
と
な
る
１
０
０
ｍ
13
秒
96
を

マ
ー
ク
し
、
日
本
記
録
ま
で
わ
ず
か
０

秒
12
と
迫
り
ま
し
た
。
今
年
の
国
内
大

会
で
も
ト
ッ
プ
の
タ
イ
ム
を
記
録
す
る

な
ど
、
数
々
の
大
会
で
好
成
績
を
残
し

た
結
果
、
念
願
の
ロ
ン
ド
ン
へ
の
道
が

開
か
れ
ま
し
た
。

「
走
る
こ
と
を
思
う
存
分
楽
し
み
た
い
で

す
。
目
標
は
入
賞
す
る
こ
と
で
す
ね
。」

　

制
限
を
取
り
払
え
ば
、
世
界
は
広

が
っ
て
い
く
。
そ
う
教
え
て
く
れ
た
彼

女
は
、
９
月
１
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
大
き

く
羽
ば
た
き
ま
す
。

～義足のスプリンター　髙
た か

桑
く わ

早
さ

生
き

さん～

※富田さん（富田園芸）が栽培する鉢花は、JA花園農産物直売所で
手にすることができます。

【
髙
桑
さ
ん
が
出
場
す
る
陸
上
競
技
３
種
目
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）】

１
０
０
ｍ
＝
９
月
１
日
㈯
予
選
・
２
日
㈰
決
勝　
　

２
０
０
ｍ
＝
９
月
５
日
㈬
予
選
・
６
日
㈭
決
勝

走
り
幅
跳
び
＝
９
月
２
日
㈰
予
選
・
決
勝

　お母さんいつも、ぼくに大切なことを教えてくれ

て「ありがとう」。

　おかあさんのおかげで、いつも友達と仲良くでき

たり、優しくしたりしてあげられています。

　そんなお母さんに、教えてもらったのが「ごめん

なさい」より「ありがとう」です。意味は「ごめん

よりありがとうの方がお互いうれしいよね。」と教

えてもらいました。この言葉をいつも心がけて生活

しています。「お母さん、おかげでいっぱい友達が

できたよ。ありがとう‼大好きだよ。」

深谷小学校6年（現深谷中学校1年）大
お お

塚
つ か

亮
よ し

慶
の り

 さん

お母さんへ

 優秀賞
小学校高学年の部

▲平成24年度「彩の国ふれあいピック春季
大会」100ｍに出場した時の様子
（5月20日・上尾運動公園陸上競技場）

商 法 会 所 を 設 立
　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月

十
四
日
、
栄
一
は
東
京
を
出
発
し
、

十
九
日
に
静
岡
に
到
着
し
ま
し
た
。
翌

日
静
岡
藩
庁
に
出
向
き
、
藩
の
全
権
大お

お

久く

保ぼ

一い
ち

翁お
う

に
面
談
、
昭あ

き

武た
け

か
ら
託
さ
れ

た
慶よ

し

喜の
ぶ

へ
の
手
紙
、
渡
仏
に
か
か
わ
る

費
用
の
勘
定
書
と
そ
の
残
金
一
万
両
余

り
を
届
け
出
ま
す
。

　

二
十
三
日
に
は
、
宝ほ

う

台だ
い

院い
ん

で
慶
喜
に

拝は
い

謁え
つ

し
ま
し
た
。
栄
一
が
一
室
で
控
え

て
い
る
と
、
ひ
ょ
ろ
り
と
入
っ
て
来
た

の
が
、
慶
喜
そ
の
人
で
し
た
。
栄
一
は

び
っ
く
り
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
あ
ま

り
の
変
わ
り
様よ

う

に
思
わ
ず
涙
を
漏
ら
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

翌
日
、
栄
一
は
藩
庁
か
ら
呼
び
出
さ

れ
、
い
き
な
り
勘か

ん

定じ
ょ
う

組く
み

頭が
し
ら

に
任
じ
ら
れ

ま
す
。
慶
喜
か
ら
昭
武
へ
の
返
書
を

待
っ
て
水
戸
へ
復
命
し
よ
う
と
考
え
て

い
た
栄
一
で
し
た
が
、
水
戸
へ
は
他
の

者
を
や
る
、
こ
こ
は
有
り
難
く
お
役
を

お
受
け
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
栄
一
は
、
自
ら
の
職
を
求
め
て
静

岡
に
来
た
わ
け
で
は
な
い
と
、
こ
の
辞

令
を
つ
き
返
し
ま
す
。

　

そ
の
後
大
久
保
の
説
明
に
よ
り
、
こ

れ
が
、
栄
一
の
身
を
案
じ
た
慶
喜
の
差さ

配は
い

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
何
か
と
党
派
的
抗
争
の
多
い
水

戸
家
中
の
こ
と
で
す
。
昭
武
の
信
頼
厚

い
栄
一
が
水
戸
へ
行
け
ば
、
必
ず
そ
う

し
た
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
生
命
の
危

険
す
ら
あ
る
と
、
慶
喜
は
案
じ
た
の
で

す
。こ
う
し
た
事
情
を
知
っ
た
栄
一
は
、

自
ら
の
態
度
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、

静
岡
藩
財
政
を
豊
か
に
す
る
一
つ
の
施

策
を
提
言
し
ま
す
。
わ
が
国
初
の
株
式

会
社
と
い
わ
れ
る
商
法
会
所
の
設
立
で

す
。

　

当
時
成
立
し
た
ば
か
り
の
明
治
政
府

が
発
行
し
た
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

札さ
つ

は
、
財
源
の
裏

付
け
が
な
い
た
め
、
思
う
よ
う
に
流
通

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
打
開
す
る

た
め
、
政
府
で
は
、
各
藩
の
石こ

く

高だ
か

に
応

じ
て
こ
の
太
政
官
札
を
貸
し
付
け
、
そ

の
流
通
を
図
り
ま
し
た
。
年ね

ん

三さ
ん

歩ぶ

の
利

子
で
十
三
年
後
に
償
還
す
る
決
ま
り
で

し
た
。

　

栄
一
は
、こ
の
太
政
官
札
に
注
目
し
、

こ
れ
を
基
金
に
、
地
元
の
商
人
か
ら
も

出
資
を
仰
ぎ
、
金
融
と
物
産
販
売
を
兼

ね
た
事
業
を
展
開
。
そ
の
利
益
を
も
っ

て
年
々
返
済
に
充
て
て
い
く
と
い
う
も

の
で
し
た
。　
　
　
（
文
：
新
井
慎
一
）

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

『大久保一翁』『大久保一翁』（1818‐ 1888）
　幕臣、政治家。早くから幕府内で頭角
を現し、外国奉行など幕府の要職を務め
ます。また、江戸城の無血開城実現に寄
与し、慶喜公とともに静岡に移ります。
後に静岡県知事、東京府知事、元老院議
官などを歴任しました。府知事時代には、
栄一が養育院の仕事に携わるきっかけを

つくりました。
『太政官札』
　明治新政府は、旧幕府・各藩が発行し
た一切の通貨を引き継いだため、その整
理安定は最大かつ緊急の課題でした。そ
のため、明治元年（1868年）に発行した
のが太政官札でした。これは、日本初の
全国に通用する紙幣で、額面は十両・五
両・一両・一分・一

いっ

朱
しゅ

の5種類ありました。

﹇
第
15
回
﹈

▲大久保一翁
（国立国会図書館ウェブサ
イトから転載）
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　深谷まつりは、市内最大の市民まつりです。昼のみこ

し渡御では、市内から34基のみこしがJR深谷駅前に

集結し、辺りには勇壮な掛け声が響き渡っていました。

　参加者14人の皆さんは、お手本を見ながら、縄文土

器作りに挑戦。作った土器を2週間陰干しして、18日

に焼き上げました。

　近代日本の石油王・小
お

倉
ぐら

常
つ ね

吉
き ち

や、横浜築港の先
せん

鞭
べ ん

者
し ゃ

・

笹
ささ

井
い

万
ま ん

太
た

郎
ろ う

など、深谷にゆかりのある人物6人を紹介し

た企画展。12日には、学芸員による解説も行われました。

　掛け声とともに大きく揺らぐみこしや、市の指定文化

財でもある屋台から繰り広げられるリズミカルな太鼓の

響きが、今年のカーニバルをより一層盛り立てていました。

　深谷青年会議所主催で、市民活動団体の発表、もった

いないプラザ、ふっかちゃんの似顔絵展など、多くのイ

ベントが行われ、5,000人ものかたが来場しました。

　市内の小学校3～6年生105人が参加しました。外

国人の講師と一緒にゲームや歌などを楽しみながら、ア

ルファベットや数字も勉強し、英会話に親しみました。

　青少年健全育成活動の一環として、岡部地区の小学校

1～3年生32人が、学年ごとに分かれて、ニジマスの

つかみ取りを競いました。

　小学生19人・中学生20人の子ども議員たちは、復

興支援や防災、安全対策など、市政の重要な問題につい

て、真剣に議論を交わしました。

子どもたちに大人気！空飛ぶ流しそうめん

トーク後半には、大林監督と小島市長の対談もありました

家族や先生が見守る中、子ども議員たちは堂 と々発言しました

教室の最後にロケットを発射。70ｍ飛びました！

盛夏に響くアツい声！『深谷まつり』
JR深谷駅前・深谷駅通り

気分は縄文人『土器作り教室』
川本出土文化財管理センター

何人知ってる？『このひとをしっていますか？』
深谷市立図書館

今年も熱い『ふれあいカーニバル in おかべ』
JR岡部駅前通り

笑顔・元気いっぱい『ふれあいフェスタ2012』 
深谷城址公園

目指せ国際人！『夏休み子ども英会話体験教室』
教育研究所

何匹取れるかな『マスのつかみ取り大会』
岡部B&G海洋センター

大盛況！『大
お お

林
ばやし

宣
の ぶ

彦
ひ こ

監督トークイベント』
深谷シネマ

大人顔負けの『子ども議会』
深谷市役所議場

遠くまで飛べ！『ペットボトルロケット教室』
埼玉工業大学

           7 ／
 28

           7 ／
 28

           8 ／
 ２

　小学校4～6年生を対象に、午前の部に26人、午後

の部に28人が参加しました。ペットボトル3本でロケッ

トを作り、発射時には大歓声を上げていました。

　大林監督最新作の映画「この空の花‐長岡花火物語」

の上映初日に、トークイベントが開催されました。制作

当時のエピソードなど、心温まるお話でした。

ご家族も応援に力が入っていました

絆
きずな

を深める『はなぞのふるさと納涼夏まつり』
花園総合運動公園

　今年は「ひろがれ、つながれ、地域の絆」をテーマに、

花園音頭の踊りコンクールや自由参加の踊りなどを通し

て、地域の絆を深めました。
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国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
・
一
部
）・
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も

老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
保
険
料
は
、
過
去
の
分
か

ら
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
納
付

す
べ
き
一
部
の
保
険
料
を
期
限
内

に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

納
付
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
期

間
の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と

同
じ
）
と
な
り
、
追
納
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

　

近
年
、
救
急
医
療
を
担
う
医
師

が
減
少
し
、
第
二
次
、
第
三
次
救

急
医
療
機
関
の
疲
弊
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
因
と
し
て
、
軽
症
患
者
が
第
二

次
、
第
三
次
救
急
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
救
急
搬
送
さ
れ
る

患
者
の
約
50
％
が
軽
症
で
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
（
消
防

本
部
調
べ
）。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
受
診

に
、
支
障
を
来
す
状
況
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
救

急
医
療
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
救
急
医
療
の
適

正
な
利
用
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

1
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
患
者
の

普
段
の
様
子
を
把
握
し
て
い
て
、

気
軽
に
健
康
相
談
や
、
病
気
・
薬

の
相
談
が
で
き
る
身
近
な
医
師
の

こ
と
で
す
。
必
要
な
と
き
に
は
、

適
切
な
病
院
や
医
師
を
紹
介
し
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

2
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

昼
間
、「
体
調
が
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
か
か
り
つ

け
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
病
院
は
、

緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

夜
間
の
急
病
や
緊
急
を
要
す
る

と
き
以
外
は
、
診
療
時
間
内
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

3
休
日
・
夜
間
診
療
の
掛
か
り
方

　

救
急
病
院
の
医
師
は
、
日
ご
ろ

か
ら
、
そ
の
患
者
の
様
子
を
見
て
い

る
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
違
い
ま

す
。
す
ぐ
に
入
院
し
て
治
療
す
る
必

要
が
あ
る
か
、
翌
日
ま
で
様
子
を
見

て
も
よ
い
か
な
ど
、
一
時
的
な
判
断

を
す
る
の
が
役
目
で
す
。

　

翌
日
ま
で
様
子
を
見
て
よ
い
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
応
急
処
置

を
受
け
て
、
改
め
て
か
か
り
つ
け

医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
関
連
記
事
：
25
ペ
ー
ジ
「
医
療

機
関
を
受
診
す
る
前
に
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
の
定
期
予
防
接
種

　

９
月
か
ら
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
は
中
止
さ
れ
、
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
は
７

月
で
終
了
と
な
り
、
９
月
か
ら
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
実
施

し
ま
す
。

　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
ポ
リ
オ
ウ

イ
ル
ス
を
不
活
化
し
（
殺
し
）、
免
疫

を
つ
く
る
の
に
必
要
な
成
分
を
取
り
出

し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

と
し
て
の
働
き
は
な
い
の
で
、
ポ
リ
オ

と
同
様
の
症
状
が
出
る
と
い
う
副
反
応

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
熱
な
ど
の
副
反

応
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象

①
平
成
23
年
８
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

た
か
た
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

②
平
成
23
年
７
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
、
７
歳
６
か
月
未
満
の
か
た
は
、
予

約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

予
約
方
法

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
予
約
専

用
ア
ド
レ
ス
（
かh

ttp
://0
4
8
5
7
5
1

1
0
1
.c
o
m
/i

）
ま
た
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
間
隔

▪
初
回
接
種

　

20
〜
56
日
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
当

分
の
間
（
３
年
程
度
）
に
限
っ
て
、
56
日

以
上
の
間
隔
を
お
い
て
の
接
種
が
可
能

▪
追
加
接
種

　

初
回
接
種
（
３
回
目
）
終
了
後
、
６

か
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
１
回
接
種
。

　

た
だ
し
、
９
月
時
点
で
は
、
追
加
接

種
（
４
回
目
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
国

内
臨
床
試
験
実
施
中
の
た
め
、
定
期
接

種
と
な
り
ま
せ
ん
。
４
回
接
種
の
デ
ー

タ
が
整
い
次
第
、
追
加
接
種
と
し
て
定

期
接
種
に
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

集
団
接
種
日
時

 　

24
ペ
ー
ジ
「
不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接

種
」
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
年

度
内
に
接
種
希
望
者
全
員
の
接
種
を

完
了
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
ワ
ク
チ

ン
が
供
給
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
特

定
の
時
期
に
接
種
希
望
者
が
集
中
し

た
場
合
、
一
時
的
に
接
種
が
受
け
に

く
く
な
る
状
況
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
市
の
集
団
接
種

で
も
、
同
様
の
状
況
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

 

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
４
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
現
在
、
薬

事
審
査
や
供
給
の
準
備
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
は
11
月
の
導
入
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
平
成
24
年
８

月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
る

ま
で
は
、
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
と
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
乳
児
が
百
日
せ
き
に
か

か
る
と
、
重
症
化
し
、
命
に
か
か
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
は
生
後
３
か
月
を
過
ぎ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
早
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成24年度中に追納する場合の月額

年　度
全額免除

若年者納付猶予
学生納付特例

3/4免除 半額免除 1/4免除

平成14年度の月分 14,940円 ― 7,470円 ―

平成15年度の月分 14,720円 ― 7,360円 ―

平成16年度の月分 14,510円 ― 7,260円 ―

平成17年度の月分 14,560円 ― 7,280円 ―

平成18年度の月分 14,610円 10,950円 7,300円 3,650円

平成19年度の月分 14,640円 10,970円 7,320円 3,650円

平成20年度の月分 14,760円 11,070円 7,370円 3,690円

平成21年度の月分 14,840円 11,120円 7,420円 3,700円

平成22年度の月分 15,100円 11,320円 7,550円 3,770円

平成23年度の月分 15,020円 11,260円 7,510円 3,750円

※平成21年度分以前の保険料には、一定の額が上乗せされます。

不活化ポリオワクチン接種
●問い合わせ　保健センター（☎575‐1101）

救急医療の適正な利用をお願いします
●問い合わせ　保健センター（☎575‐1101）

接種回数
4回（初回接種3回、追加接種1回）
▪既に生ポリオワクチンを1回接種しているかたは残り3回、2回接種している
かたは、不活化ポリオワクチンの接種は必要ありません。
▪海外・国内問わず、既に不活化ポリオワクチンを1～3回接種しているかた
は、医師の判断と保護者の同意に基づき、既に接種した残りの回数を定期接種
として受けることが可能です。

ど う す れ ば い い の ？ ポ リ オ ワ ク チ ン

ポリオワクチンを 生ポリオワクチンを 不　 　活　 　化
ポリオワクチンを

不　 　活　 　化
ポリオワクチンを

不　 　活　 　化
ポリオワクチンを

不　 　活　 　化
ポリオワクチンが

不　 　活　 　化
ポリオワクチンは

生ポリオワクチンを

1回も

4回 3回 4回となるよう
残りの回数を
受けてください

必　　　要
ありません

1回 1～3回 2回
受けていない

受けてください 受けてください

受けている 受けている 受けている
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み・申請 電話

「
ち
い
き
の
先
生
」追
加
募
集

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

小
学
生
の
自
主
学
習
を
支
援
す
る
「
が

ん
ば
ル
〜
ム
」
で
、
学
習
指
導
・
相
談
を

行
う
「
ち
い
き
の
先
生
」
を
追
加
募
集
し

ま
す
。

対
象
●
18
歳
以
上

指
導
教
科
●
国
語
、
算
数

勤
務
時
間
●
土
曜
日
の
午
前
中

勤
務
場
所
●
市
内
小
学
校

謝
礼
●
１
回
＝
３
，３
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
会
員
募
集

あ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
う
５
５
１
‐
４
４
１
０
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

特
に
協
力
会
員
を
募
集
中
で
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
入
会
説
明
会
へ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
入
会
説
明
会
（
要
申
し
込
み
）】

と
き
●
９
月
18
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
３
０
３
号
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
法
人
の
募
集

あ
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課

（
う
５
０
１
‐
１
３
３
０
）

応
募
資
格
●
大
里
広
域
市
町
圏
内
に
事
業

所
を
有
す
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
法
人
、
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人

期
間
●
平
成
25
〜
27
年
度
の
３
年
間

い
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

自
衛
官
募
集

あ
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域

事
務
所
（
う
５
２
２
‐
４
８
５
５
・
〠
３

６
０
‐
０
０
３
７
熊
谷
市
筑
波
３
‐
90
‐

１
・
国
際
ビ
ル
２
階
）

い
９
月
３
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

募集項目 応募資格 １次試験日

防衛
大学校生
（前期） 日本国籍を有し、

平成25年4月1日
現在、18歳以上
21歳未満のかた

11月10日㈯
　　11日㈰

防衛医科
大学校生

10月27日㈯
　　28日㈰

看護学生
日本国籍を有し、
平成25年4月1日
現在、18歳以上
24歳未満のかた

10月20日㈯

資
料
請
求
●
問
い
合
わ
せ
先
へ

特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園

高
等
部
専
攻
科
入
学
希
望
者
の
募
集

あ
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園
高
等
部

専
攻
科（
う
０
４
９
‐
２
３
１
‐
２
１
２
１
）

　

目
の
不
自
由
な
か
た
の
職
業
自
立
を
目

指
し
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
、

は
り
、
き
ゅ
う
の
技
能
の
講
習
を
行
い
ま

す
。
卒
業
時
に
は
国
家
試
験
の
受
験
資
格

が
得
ら
れ
、
免
許
取
得
後
は
病
院
や
介
護

施
設
な
ど
へ
の
就
職
、
治
療
院
の
開
業
、

進
学
な
ど
の
道
が
開
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
日
●
第
１
次
＝
12
月
４
日
㈫
、
第
２

次
＝
平
成
25
年
２
月
14
日
㈭

煉
瓦
講
座（
全
２
回
）

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
深
谷
の
赤あ

か

煉れ
ん

瓦が

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
者

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
１
，５
０
０
円

1
『
そ
の
歴
史
と
価
値
を
視み

る
』
〜
国
指

定
重
要
文
化
財
「
碓う

氷す
い

峠と
う
げ

鉄
道
構
造
物

群
」
と
「
日
本
煉
瓦
製
造
」
〜

と
き
●
10
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30
時

と
こ
ろ
●
日
本
煉
瓦
史
料
館
（
上
敷
免
28

‐
10
）

講
師
●
萩は

ぎ

原わ
ら

豊と
よ

彦ひ
こ

氏
（
安
中
市
教
育
委
員

会
）

2
『
富
岡
製
糸
場
ほ
か
見
学
』（「
栄
一
塾
」

と
合
同
・
バ
ス
移
動
）

と
き
●
10
月
28
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
富
岡
製
糸
場
ほ
か
（
群
馬
県
）

講
師
●
荻お

ぎ

野の

勝か
つ

正ま
さ

氏
（
渋
沢
栄
一
顕
彰
協

力
員
）

い
９
月
18
日
㈫
〜
10
月
10
日
㈬
ま
で
に
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

め
ざ
せ
！
か
ら
だ
年
齢
マ
イ
ナ
ス
５
歳　

プ
レ
更
年
期
教
室

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
女
性
で
、
３
日
間
参

加
で
き
る
か
た

定
員
●
先
着
35
人

受
講
料
●
３
０
０
円
（
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
料
）

い
９
月
７
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
問

い
合
わ
せ
先
へ

とき ところ 内容

9月24日㈪
午前10時～

深谷市保健
センター 骨粗しょう症検診　

10月10日㈬
午後1時30分～3時

深谷市保健
センター

講義
「更年期をのりきろう！
～マイナス5歳をキープする
栄養学 お茶会付き～」

講師：冨
とみ

田
た

治
はる

美
み

氏（管理栄養士）

10月24日㈬
午後1時30分～3時

上柴公民館
多目的室

運動
「骨盤矯正ヨガ～からだも
めざせ！マイナス5歳～」

講師：脇
わき

田
た

由
ゆ

香
か

氏（運動指導士）

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

良
い
食
生
活
料
理
教
室　

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
で
20
歳
以
上

と
き
・
と
こ
ろ
●

①
９
月
18
日
㈫
花
園
保
健
セ
ン
タ
ー

②
９
月
25
日
㈫
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

③
９
月
27
日
㈭
も
く
せ
い
館

④
９
月
29
日
㈯
岡
部
保
健
セ
ン
タ
ー

※
す
べ
て
午
前
９
時
30
分
〜

内
容
●
調
理
実
習

定
員
●
各
30
人

参
加
料
●
３
５
０
円
（
食
材
費
・
保
険
料

な
ど
）

持
ち
物
●
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具い
９
月
３
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
各
実
施

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

高
齢
者
交
通
安
全
実
践
講
習
会

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

とき

9月24日㈪
10月  1日㈪
10月15日㈪
10月29日㈪

10月18日㈭
10月23日㈫
10月30日㈫

午前9時30分～
午後0時20分 午前9時～正午

ところ 深谷自動車教習所 寄居武蔵野自動車教習所

対象 60歳以上のかた

内容 自動車実技指導・講義

定員 各日30人

その他 雨天決行・現地集合

い
各
実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
問
い

合
わ
せ
先
へ

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
講
習
会

あ
い
社
会
福
祉
協
議
会
（
う
５
７
３
‐

６
５
６
３
）

　

目
の
不
自
由
な
か
た
が
外
出
す
る
際
の

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
専
門
知

識
や
基
本
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
者

と
き
●
９
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員
●
先
着
20
人

※
昼
食
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
準
備
講
習
会

と
試
験

予
防
課
（

５
７
１
‐
０
９
１
３
）

準備講習会
種別 講習日 会場 費用（テキスト代含む）

乙4類
10月20日㈯
10月21日㈰

深谷生涯学習セ
ンター

会　員　  9,700円
非会員　10,700円

※会員とは、深谷地区防火安全協会に加入されている事業所です。

試験
種別 試験日 会場 費用（郵便振り込み）

全種
12月 9日㈰

芝浦工業大学
（さいたま市） 甲種　 5,000円

乙種　 3,400円
丙種　 2,700円12月16日㈰

東京国際大学
（川越市）

講
習
会
受
付
●
９
月
24
日
㈪
〜
10
月
12
日

㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

受
験
願
書
受
付
●
11
月
５
日
㈪
〜
14
日
㈬

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
で
㈶
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
へ

第
５
回
文
化
遺
産
コ
ン
サ
ー
ト

「
文
化
遺
産
で
聴
く
〜
響
宴
〜
」

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

と
き
●
10
月
６
日
㈯
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ
●
旧
七
ツ
梅
東
蔵
ホ
ー
ル

出
演
●
新に

い

原は
ら

輝て
る

美み

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）、

山や
ま

本も
と

晶あ
き

子こ

（
マ
リ
ン
バ
・
打
楽
器
奏
者
）、

小お

野の

潤じ
ゅ
ん

子こ

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

入
場
料
●
５
０
０
円

C
チ ャ ン ネ ル

hannel フカヤで、深谷に関する動画を配信中（か「チャンネルフカヤ Youtube」で検索）

あ
ぃ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・
深

谷
町
10
‐
24
）

◇
伊い

藤と
う

毅つ
よ
し

ス
ケ
ッ
チ
展

と
き
●
９
月
29
日
㈯
ま
で

内
容
●
水
彩
画
「
深
谷
・
秩
父
の
歴
史
的

建
造
物
を
描
く
」

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
深
谷
保
育
園
（
う
５
５
１
‐
６
３
３

３
）、
深
谷
西
保
育
園
（
う
５
７
３
‐
０

０
０
５
）

とき 内容 ところ

9月11日㈫午前10時～
運動会旗製作

深谷保育園

9月13日㈭午前10時～ 深谷西保育園

9月18日㈫・25日㈫午前10時～
運動会練習

深谷保育園

9月20日㈭・27日㈭午前10時～ 深谷西保育園

9月24日㈪午前9時30分～ ジュニア
（0・1歳児） 深谷保育園

10月1日㈪午前9時15分～
い9月3日㈪～27日㈭までに、参加料（大
人＝300円・子ども＝200円）を問い合
わせ先へ

運動会 深谷ビッグタート
ルメインアリーナ

10月2日㈫・9日㈫午前10時～
昔遊び

深谷保育園

10月4日㈭・11日㈭午前10時～ 深谷西保育園

◇
す
く
す
く
交
流
会

と
き
●
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
（
要
予
約
）

内
容
●
親
子
で
保
育
園
体
験

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
秋
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
９
月
15
日
㈯
午
後
７
時
〜
（
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
22
日
㈷
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

第
65
回
深
谷
市
美
術
展

第
26
回
シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展

あ
深
谷
公
民
館（
う
５
７
１
‐
０
５
０
６
）

イベント名 とき ところ

第65回深谷市美
術展

10月26日㈮～28日㈰
午前9時30分～午後5時
（28日は午後4時まで）
※茶道は28日のみ掃部
寮で実施

深谷市民体育
館

第26回シルバー
生活文化展

10月26日㈮～28日㈰
午前10時～午後4時
（28日は午後3時まで）

深谷市民文化
会館展示室

い
10
月
12
日
㈮
ま
で
に
各
公
民
館
へ

※
シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展
は
65
歳
以
上
の

か
た
が
対
象
で
す
。

※
開
催
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
モ
ラ
の
バ
ッ
グ
と
小
物
展

と
き
●
９
月
26
日
㈬
〜
30
日
㈰

出
展
●
茂も

て
　
ぎ
　
じ
ゅ
ん
　
こ

木
淳
子
さ
ん
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な
お
、
指
定
さ
れ
た
学
校
で
受
診
で
き

な
い
場
合
は
、
そ
の
学
校
へ
連
絡
の
上
、

他
の
学
校
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
学
に
際
し
特
に
配
慮
を
要
す

る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
20
歳
以
上
の
市
民
（
妊
娠
中
・
妊

娠
の
可
能
性
の
あ
る
か
た
お
よ
び
５
月
に

市
の
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
を
受
け
た

か
た
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）

と
き
●
９
月
24
日
㈪
（
時
間
予
約
制
・
午

前
９
時
開
始
予
定
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
●
手
首
部
分
の
Ｘ
線
撮
影
（
検
診
時

間
は
約
20
分
）

定
員
●
１
０
０
人

検
査
料
●
３
０
０
円

い
９
月
10
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
深
谷
市
・

大
里
郡
医
師
会
メ
ヂ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
予

約
専
用
・
う
５
７
０
‐
６
１
１
１
）
へ

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰
現
在
、
市

内
在
住
の
女
性
で
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

20
歳
以
上
、
乳
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
40
歳
以
上

と
き
●
９
月
25
日
㈫
〜
平
成
25
年
２
月
28

日
㈭
（
指
定
日
）

い
広
報
ふ
か
や
５
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
日
程
を

確
認
の
上
、
深
谷
市
・
大
里
郡
医
師
会
メ

ヂ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
予
約
専
用
・
う

５
７
０
‐
６
１
１
１
）
へ

付
し
た
と
き
、本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知

す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、本
人
の
住

民
票
の
写
し
な
ど
、そ
の
請
求
が
不
正
で

あ
っ
た
場
合
の
早
期
発
見
、不
正
請
求
を

抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
交
付
事
実
の
通
知
対
象
と
な
る
請
求
の

種
別
は
、代
理
人
請
求
・
第
三
者
請
求
で
す

が
、一
部
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
●
市
民
、お
よ
び
深
谷
市
に
本
籍
が

あ
る
か
た

登
録
手
続
き
●
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る

か
た
は
、事
前
に
本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人

が
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）、代
理
人
の
場
合
は

委
任
状
な
ど
を
お
持
ち
の
上
、問
い
合
わ
せ

先
ま
た
は
、総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

深
谷
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

あ
保
険
年
金
課
（
う
５
６
８
‐
５
０
０
１
）

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
、
新
し
い
被
保
険
者

証
に
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
は
９
月
中
に
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は

10
月
１
日
以
降
に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た

は
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査
の
予
約
受
け
付
け
中

あ
保
険
年
金
課(

う
５
７
４
‐
６
６
４
１)

と
き
●
11
月
15
日
㈭
ま
で

健
診
費
用
●
５
０
０
円

予
約
方
法
●
広
報
ふ
か
や
５
月
号
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
対
象
者
の
か
た
に

お
届
け
し
た
特
定
健
診
の
個
別
通
知
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
健
診
の
日
程
表
」
お
よ

入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

食
育
を
考
え
る
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
い
深
谷
と
う
ふ
工
房
（
う
５
７
４
‐

４
７
８
９
）

と
き
●
９
月
29
日
㈯
午
後
1
時
15
分
〜

と
こ
ろ
●
産
業
会
館

内
容
●
基
調
講
演
「
弁
当
の
日
が
や
っ
て

き
た
」、
会
場
参
加
型
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
師
●
竹た

け

下し
た

和か
ず

男お

氏

定
員
●
先
着
３
０
０
人
（
当
日
券
な
し
）

入
場
料
●
１
，０
０
０
円

交
通
災
害
共
済
加
入
受
け
付
け

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
３
）

　

平
成
24
年
度
の
市
町
村
交
通
災
害
共
済

の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対
象
●
市
民
、
ま
た
は
市
民
に
扶
養
さ

れ
、
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し
て
い
る

か
た

共
済
期
間
●
加
入
さ
れ
た
翌
日
〜
平
成
25

年
３
月
31
日
㈰

共
済
会
費
（
年
額
）
●
一
般
＝
９
０
０

円
、
中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円
（
中
途
加

入
の
場
合
も
同
額
）

い
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、
市
内
郵
便
局
（
郵
便
局
は

12
月
末
ま
で
）
へ

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）

　

こ
の
制
度
は
、代
理
人
や
第
三
者
に
よ

る
請
求
に
よ
り
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交

院
長
）

定
員
●
３
０
０
人

入
場
料
●
１
，０
０
０
円

皆
光
園
祭

あ
皆
光
園
（
う
５
７
３
‐
２
０
２
１
・
人

見
１
９
９
８
）

と
き
●
９
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜

内
容
●
ス
テ
ー
ジ
催
し
、
模
擬
店
、
ビ
ン

ゴ
大
会
、
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
も
来
ま
す
。

第
13
回
深
谷
市
民
俳
句
大
会

あ
深
谷
俳
句
会
・
新し

ん

鎧が
い

さ
ん
（
う
５
７

１
‐
８
５
１
２
・
〠
３
６
６
‐
０
０
３
４

常
盤
町
75
‐
11
）

と
き
●
10
月
13
日
㈯
午
後
１
時
〜
５
時

（
受
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
）

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

定
員
●
先
着
70
人

参
加
料
●
１
，０
０
０
円（
当
日
受
け
付
け
）

い
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
俳
句

自
由
句
３
句
（
季
語
を
一
つ
ず
つ
）
を
記

お
着
物
で
き
れ
い
に
写
ろ
う

あ
深
谷
市
民
文
化
会
館
（
う
５
７
３
‐
８

７
６
５
）

対
象
●
着
物
が
用
意
で
き
る
か
た

と
き
●
11
月
28
日
㈬
①
午
前
９
時
〜　

②

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
城
址
公
園
内
掃か

部も
ん

寮り
ょ
う

内
容
●
着
物
を
着
る
楽
し
さ
を
体
験
、
庭

園
を
背
景
に
着
物
姿
の
写
真
撮
影

定
員
●
各
先
着
５
人

参
加
料
●
１
，０
０
０
円

い
９
月
15
日
㈯
〜
11
月
10
日
㈯
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

あ
っ
た
か
村
開
設
10
周
年
記
念

音
楽
と
講
演
の
集
い

あ
い
あ
っ
た
か
村
・
鈴
木
さ
ん
（
う
５

７
２
‐
３
０
１
３
）

と
き
●
10
月
１
日
㈪
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
●
①
音
楽
＝
さ
く
ら
弦
楽
四
重
奏
団

演
奏
会　

②
講
演
＝
「
知
っ
て
い
ま
す
か

認
知
症
」
杉す

ぎ

山や
ま

孝た
か

博ひ
ろ

氏
（
幸さ

い
わ
い

ク
リ
ニ
ッ
ク

旬な情報を配信中♪一度読んだらクセになる深谷ねぎっこブログ（か「深谷ねぎっこ」で検索）

び
「
電
話
予
約
方
法
の
ご
案
内
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
健
診
の
項

目
を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
特
定
健
診
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
学
時
健
康
診
断

あ
学
校
教
育
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
７
８
）

　

平
成
25
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
お
子
さ
ん
（
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
９

月
中
に
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
日

時
・
会
場
な
ど
を
確
認
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

料
の
納
付
確
認
を
行
い
、
納
付
が
済
ん
で

い
な
い
か
た
に
対
し
て
、
早
期
の
納
付
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
費
）

の
助
成

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
（
精
神
通
院
）
を
お
持
ち
の
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
か
た

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
●
①
平
成
24
年
４
〜
９

月
分
の
医
療
費
（
受
給
者
証
に
記
載
し
て

あ
る
指
定
医
療
機
関
）
の
領
収
書　

②
自

己
負
担
上
限
額
管
理
票
（
記
載
の
あ
る
も

の
）
③
申
請
書　

④
本
人
名
義
の
預
金
通

帳
（
新
規
と
振
込
先
を
変
更
す
る
か
た
）

⑤
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精
神
通

院
・
申
請
中
の
か
た
は
申
請
者
控
え
）

助
成
額
●
月
額
自
己
負
担
上
限
額
ま
た
は

各
月
の
支
払
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の

額
の
半
額

い
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

 

難
病
患
者
支
援

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
か
た

①
熊
谷
保
健
所
で
申
請
・
承
認
さ
れ
た
埼

玉
県
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

高
齢
者
介
護
手
当
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

あ
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
５
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、
要

介
護
４
・
５
と
認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
、
月
に
20
日
以
上
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
同
居
の
親
族

※
申
請
月
は
、
４
月
と
10
月
の
年
２
回
で

す
。
10
月
は
、
平
成
24
年
４
〜
９
月
ま
で

の
手
当
の
申
請
月
で
す
。

※
手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
あ
り

ま
す
。

支
給
金
額
●
月
額
１
０
，０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
物
●
①
要
介
護
４
・
５
と

認
定
さ
れ
た
か
た
の
介
護
保
険
被
保
険
者

証　

②
介
護
し
て
い
る
同
居
の
親
族
の
預

金
通
帳
（
新
規
と
振
込
先
を
変
更
す
る
か

た
）
③
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
期
間
が
分
か
る
物
（
入
院

の
場
合
は
領
収
書
）

い
10
月
５
日
㈮
〜
31
日
㈬
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
へ

介
護
保
険
料
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

あ
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課

（
う
５
０
１
‐
１
３
３
０
）、
長
寿
福
祉
課

（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）

　

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
介
護

保
険
料
の
未
納
者
を
対
象
に
、
電
話
で
納

付
の
確
認
を
す
る
「
介
護
保
険
料
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
組
合
が
委
託
し
た

専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
電
話
で
介
護
保
険

ふかや必読書ふかや必読書 ３0

 「世界がもし100人の村だったら」　池
いけ

田
だ

香
か

代
よ

子
こ

　「いま世界には約63億人の人間がいま
す。それを100人の村に縮めたらどうなる
のでしょう？」の問い掛けから始まるこ
の本。今の自分が恵まれていることを知
り、世界を知ることができるでしょう。
自分の『世界を見る目』を開いてくれる
でしょう。でも、それだけを感じるのは
もったいないこと。「もっと見ること」
「もっと知ること」です。そして「本気で
考える」ことです。そう、今がその時です。

　関東よさこいダンスフェスタや郷
土芸能の披露、フリーマーケットな
どさまざまなイベントを開催しま
す。また、花火大会も行います。ぜ
ひご来場ください。
とき●10月7日㈰午前9時～午後9時
ところ●コスモス街道周辺
あおかべコスモス祭2012実行委員
会（う585‐3750）

おかべコスモス祭2012

▲今年は、花火大会が復活します
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と
バ
イ
ク
の
重
複
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
券
と
の
選
択
制
で
す
）

申
請
に
必
要
な
物
●
①
車
検
証　

②
障
害

者
本
人
の
運
転
免
許
証
（
障
害
者
が
18
歳

未
満
の
場
合
お
よ
び
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の

場
合
は
、
家
族
の
運
転
免
許
証
）
③
平
成

24
年
４
〜
９
月
分
の
燃
料
費
の
領
収
書

（
継
続
の
か
た
）
④
障
害
者
手
帳
（
新
規

の
か
た
）
⑤
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
新

規
と
振
込
先
を
変
更
す
る
か
た
）

※
認
定
を
受
け
た
月
の
燃
料
費
か
ら
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。

い
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先

へ
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

あ
警
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
４
）

　

救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
平
成
23
年
は
７
，３
６
８
件
（
過

去
最
高
）
で
１
日
平
均
20
・
１
回
出
動
し

て
い
ま
す
。
酒
酔
い
、
打
撲
、
切
り
傷
な

ど
明
ら
か
に
緊
急
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る

救
急
要
請
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

安
易
に
救
急
要
請
す
る
こ
と
で
、
緊
急

性
の
高
い
事
故
や
急
病
な
ど
が
発
生
し
た

際
に
、
最
寄
り
の
消
防
署
か
ら
救
急
車
が

出
動
で
き
ず
現
場
到
着
が
遅
延
し
、
病
院

到
着
ま
で
時
間
を
要
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

自
宅
か
ら
手
続
き
で
き
ま
す
！

〜
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
〜

あ
情
報
シ
ス
テ
ム
課
（
う
５
７
４
‐
８
５

６
３
）

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

「
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
に
ア
ク

②
特
定
疾
患
で
受
診
し
た
医
療
費
の
自
己

負
担
金
が
あ
る
か
た
（
重
度
医
療
・
こ
ど

も
医
療
・
ひ
と
り
親
医
療
な
ど
、
ほ
か
の

公
的
医
療
費
補
助
を
受
給
し
て
い
る
か
た

を
除
く
）

申
請
に
必
要
な
物
●
①
埼
玉
県
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
）
②
平
成
24
年
４
〜

９
月
診
療
分
の
医
療
費
の
領
収
書
（
継
続

の
か
た
）
③
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
新

規
と
振
込
先
を
変
更
す
る
か
た
）

助
成
額
●
埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療
費
（
ま

た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費
）
の
一

部
自
己
負
担
金
の
合
計
額
と
年
限
度
額

３
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

い
10
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

自
動
車
等
燃
料
費
の
補
助

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た

①
本
人
名
義
の
車
ま
た
は
バ
イ
ク
を
運
転

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

ち
の
か
た　

※
18
歳
未
満
は
、
家
族
名
義
の
車
な
ど
に

よ
る
通
園
・
通
学
な
ど
の
送
迎
を
受
け
て

い
る
か
た

②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
を
お
持
ち
で
家
族
名

義
の
車
な
ど
に
よ
る
通
園
・
通
学
な
ど
の

送
迎
を
受
け
て
い
る
か
た

補
助
金
額
●
１
ℓ
に
つ
き
50
円
で
、
自
動

車
は
１
，２
５
０
円
、
バ
イ
ク
は
２
５
０

円
が
1
か
月
の
補
助
対
象
上
限
（
自
動
車

セ
ス
し
て
、
市
や
県
へ
の
申
請
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す
。
引
っ
越
し
に

伴
う
水
道
関
係
の
手
続
き
な
ど
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
総
合
案
内
か
ら
、

電
子
申
請
窓
口
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

あ
下
水
道
課
（
う
５
７
２
‐
８
６
３
３
）

　

す
で
に
下
水
道
管
の
工
事
が
完
了
し
て

い
る
地
域
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替

え
が
必
要
で
す
。
公
共
下
水
道
へ
接
続
し

て
い
た
だ
く
と
、
汚
水
が
道
路
側
溝
に
流

れ
な
く
な
り
、
嫌
な
に
お
い
も
抑
え
ら
れ

ま
す
。
同
時
に
川
が
き
れ
い
に
な
り
、
魚

や
小
鳥
の
住
む
豊
か
な
環
境
が
守
れ
ま
す
。

　

宅
内
接
続
工
事
は
、
市
下
水
道
指
定
工

事
店
の
登
録
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
願
い

▪
野
菜
く
ず
、残
飯
、天
ぷ
ら
油
、テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、生
理
用
品
、紙
お
む
つ
、

布
、
タ
オ
ル
な
ど
は
、
管
が
詰
ま
る
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

▪
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
は
気
化
し

て
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

求
職
中
の
中
高
年
向
け
出
前
相
談

あ
商
工
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

対
象
●
40
歳
以
上
で
求
職
中
の
か
た
、
ま

た
は
東
日
本
大
震
災
で
避
難
さ
れ
て
い
る

か
た
（
年
齢
不
問
）

と
き
●
10
月
９
日
㈫
・
22
日
㈪
、
11
月
12

日
㈪
・
26
日
㈪
、
12
月
10
日
㈪
・
25
日
㈫

※
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
、

１
人
当
た
り
45
分

と
こ
ろ
●
上
柴
公
民
館
小
会
議
室

い
中
高
年
就
職
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
埼

玉
出
前
相
談
担
当
（
う
０
４
８
‐
６
０
１

‐
１
７
７
１
）

法
務
局
休
日
相
談
所

あ
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷
支
局
総
務

課
（
う
５
２
４
‐
８
８
０
５
）　

と
き
●
９
月
23
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
八
木
橋
６
階
カ
ト
レ
ア
教
室

内
容
●
土
地
や
建
物
の
相
続
な
ど
に
よ

る
名
義
変
更
や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記
手

続
き
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権
に
関

す
る
相
談
な
ど

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
の
無

料
相
談
会

あ
㈳
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
う
０

４
８
‐
８
３
８
‐
０
４
８
３
）

と
き
●
10
月
６
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
八
木
橋
１
階
正
面
入
り
口

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」

あ
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
う
０
４
８
‐
８
５
９
‐
３
５
０
７
）

と
き
●
９
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時
（
９
月
15
日
㈯
・
16
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号
●
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

相
談
者
●
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

被
災
者
向
け
巡
回
就
職
相
談
会

あ
商
工
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

対
象
●
福
島
県
内
で
働
き
た
い
か
た
、
福

島
県
の
就
職
情
報
を
収
集
し
た
い
か
た

と
き
●
９
月
10
日
㈪
、
10
月
９
日
㈫
、
11

月
12
日
㈪
、
12
月
10
日
㈪
午
後
１
時
〜
５

時
（
受
付
＝
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ
●
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
講
習
室

い
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
（
う

０
２
４
‐
９
２
５
‐
０
８
１
１
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦

課
金
の
減
免

あ
東
京
電
力
㈱
埼
玉
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー（
う
０
１
２
０
‐
９
９
５
‐
４
４
２
）

　

東
日
本
大
震
災
で
著
し
い
被
害
を
受
け

た
か
た
は
、
電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
る
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
」
が
免
除
に
な

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
７
回
深
谷
市
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会

あ
障
害
福
祉
課（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

障
害
の
あ
る
か
た
、
家
族
、
地
域
の
か

た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め

た
り
、
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
●
10
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
予
定
）

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

市
民
少
林
寺
拳
法
大
会

あ
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
吉よ

し

野の

さ
ん
（
う

０
９
０
‐
３
２
０
０
‐
２
５
１
３
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
お
よ

び
連
盟
登
録
者

と
き
●
10
月
14
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
15

分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
〈
形
（
午
前
の
部
）・
組
演
武
（
午

後
の
部
）〉
一
般
（
有
段
者
の
部
・
級
拳

士
の
部
）、
高
校
男
子
（
有
段
者
の
部
・

級
拳
士
の
部
）、
高
校
女
子
（
有
段
者
の

部
・
級
拳
士
の
部
）、
小
中
学
生
（
有
段

者
の
部
・
１
〜
３
級
の
部
・
４
〜
６
級
の

部
）、
小
学
生
（
７
級
以
下
の
部
）

〈
団
体
〉
少
年
団
体
の
部
（
６
〜
８
人
）

参
加
料
●
１
人
＝
１
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

い
９
月
27
日
㈭
ま
で
に
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
は
、
保
護
者
の

承
諾
印
が
必
要
で
す
。

秋
期
水
泳
教
室

あ
市
水
泳
連
盟
・
須す

藤ど
う

さ
ん
（
う
５
７
３

‐
８
３
０
３
）

対
象
●
高
校
生
以
上
で
、
泳
げ
な
い
か
た

や
泳
ぎ
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
か
た

と
き
●
10
月
13
日
〜
27
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
全
３
回
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
●
パ
テ
ィ
オ

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
２
，５
０
０
円
（
保
険
料
・
入

場
料
を
含
む
）

い
９
月
５
日
㈬
〜
10
月
５
日
㈮
ま
で
に
、

パ
テ
ィ
オ
（
う
５
７
４
‐
５
０
０
０
）
へ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
団
体
戦
）

あ
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
鏡か

が
み

さ
ん
（
う

０
９
０
‐
９
３
６
４
‐
５
８
８
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
お
よ

び
連
盟
登
録
者

と
き
●
９
月
30
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

深谷中学校2年（現3年）
新
あ ら

井
い

詩
し

織
お り

さん

　

思
い
や
る
心

　

こ
の
世
界
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
広
い
地
球
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
る
の
が
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
私
の
身
の
回
り
に
は
、
差

別
を
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
例
え
ば
、

店
内
や
町
内
で
、
外
国
の
人
が
い
る
の
を
見

か
け
た
ら
、

「
あ
！
外
国
人
だ
。」

と
言
っ
て
、
笑
う
人
が
い
ま
す
。
又
、
障
害
の

あ
る
人
を
見
か
け
る
と
、コ
ソ
コ
ソ
話
を
し
て
、

つ
め
た
い
目
で
見
て
い
る
人
を
時
々
見
か
け
ま

す
。
な
ぜ
、
同
じ
人
間
な
の
に
、
差
別
を
す

る
の
か
、
私
は
と
て
も
不
思
議
で
す
。

　

確
か
に
、
私
た
ち
日
本
人
か
ら
し
て
み
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
の
人
や
中
国
、
そ
う
い
っ
た
他

国
の
人
と
は
文
化
も
ち
が
う
し
、
も
ち
ろ
ん

人
種
も
ち
が
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
、
あ

た
り
ま
え
の
事
で
す
。
あ
た
り
ま
え
の
事
を

ど
う
し
て
あ
た
り
ま
え
と
考
え
な
い
の
か
、
私

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
笑
わ
れ
た
人
の
心
は
、

と
て
も
傷
つ
く
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
、
逆
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
人
が
海
外
旅
行
に
行
く
と
し
ま
す
。
外

国
の
人
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
日
本
人
を
見

て
、
笑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
ら
、

日
本
人
だ
っ
て
傷
つ
き
ま
す
。

　

外
国
人
と
の
差
別
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
が
不
愉
快
に
な
る
よ
う
な
事
を
、

相
手
に
対
し
て
や
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
事
に

な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
差
別
を
せ
ず
に
、
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
。
そ
れ
が
思
い
や

り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る

時
、ク
ラ
ス
の
中
で
い
じ
め
が
お
き
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
い
じ
め
は
、
さ
さ
い
な
事
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
徐
々

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
つ
い
に
一
人
対
数
人
と
い

う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
に
い
じ

め
と
し
て
相
手
に
傷
を
つ
け
た
人
も
、
周
り
で

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
人
も
、
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、
全
員
『
敵
』
な
の
で
す
。

　
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
る
の
に
、

誰
も
手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
な
い
…
。
そ
ん
な

時
、
誰
か
が
勇
気
を
持
っ
て
一
声
か
け
て
あ
げ

た
ら
、
そ
の
子
は
き
っ
と
、
苦
し
み
や
悲
し
み

の
中
に
、
ほ
ん
の
小
さ
な
温
か
い
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
に
、「
大
丈

夫
？
。」
と
声
を
か
け
た
事
が
一
度
あ
り
ま
す
。

そ
の
子
は
、
私
が
見
た
こ
と
の
な
い
く
ら
い
の

笑
顔
で
、「
あ
り
が
と
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
私
は
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
今
も
不
思
議
に
思
う
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
が
、

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
。」
と

言
っ
た
の
か
と
い
う
事
で
す
。
そ
の
子
は
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
笑
顔
に
な
れ
る
訳
が
な

い
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
考
え

て
み
れ
ば
、
私
が
「
大
丈
夫
？
。」
と
声
を
か

け
て
あ
げ
た
事
が
、
そ
の
子
に
と
っ
て
、
う
れ

し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
の

子
が
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
悲
し
い
の
か
を
考
え

て
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
あ
げ
た
。

た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
そ
の
子
は
輝
か
し
い
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

私
は
、相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
、「
思

い
や
り
の
心
」
を
誰
も
が
持
つ
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、こ
の
世
の
中
に
、「
差
別
」や「
い
じ
め
」

と
い
う
行
動
、
そ
し
て
言
葉
が
な
く
な
り
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
世
界
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

や
い
じ
め
で
苦
し
ん
で
い
る
人
や
悲
し
ん
で
い

る
人
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。だ
か
ら
私
達
が
優
し
い
心
を
持
ち
、

相
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
今

の
状
況
を
改
善
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
私
も
、
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
、
思
い

や
る
優
し
い
心
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。
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と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
〈
団
体
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
３
組
）〉

男
子
・
女
子
１
部
（
上
級
者
と
希
望
者
）、

男
子
・
女
子
２
部
（
中
級
）、
男
子
・
女

子
３
部
（
初
級
）

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
６
，０
０
０
円（
保

険
料
・
シ
ャ
ト
ル
代
を
含
む
。当
日
集
金
）

い
９
月
18
日
㈫
ま
で
に
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
・
え
５
７
４
‐
５
８
６

１
）
へ

※
大
会
当
日
の
連
盟
登
録
可
（
登
録
料
＝

１
人
年
間
１
，０
０
０
円
）

３
Ｂ
体
操

〜
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ッ
プ
教
室
〜

あ
３
Ｂ
体
操
協
会
深
谷
支
部
・
岡お

か

本も
と

さ

ん（
う
０
９
０
‐
５
５
３
７
‐
９
８
６
４
）

と
き
・
と
こ
ろ
●

①
９
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
・
27
日
㈭
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
、
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
レ
ッ

ス
ン
室

②
９
月
14
日
㈮
・
21
日
㈮
・
28
日
㈮
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
、
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
研
修
会
議
室

﹇
①
②
共
通
﹈

対
象
●
成
人
女
性

定
員
●
先
着
20
人

参
加
料
●
１
人
＝
１
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

い
９
月
12
日
㈬
ま
で
に
市
レ
ク
協
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

「
埼
玉
の
ひ
と
⑤
・
生
沢
ク
ノ
」

平
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
13
㎞
）

あ
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
・
阿あ

部べ

さ
ん

（
う
５
７
２
‐
３
０
２
８
）

と
き
●
10
月
17
日
㈬
（
雨
天
決
行
）
受
付

＝
午
前
９
時
〜
・
下
台
池
公
園

コ
ー
ス
●
下
台
池
公
園
（
出
発
式
＝
午
前

９
時
30
分
〜
）
〜
常
盤
公
園
〜
木き

の
本も

と

古

墳
〜
造ぞ

う

兵へ
い

廠し
ょ
う

水
塔
〜
ブ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
〜

瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

〜
深
谷
城
址
公
園
（
休
憩
・
昼

食
）
〜
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
〜
旧
中
山
道
常

夜
燈
〜
正し

ょ
う

覚か
く

寺じ

（
生い

く
さ
わ沢
ク
ノ
の
墓
）
〜
深

谷
駅
（
午
後
２
時
30
分
到
着
予
定
）

参
加
料
●
３
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

持
ち
物
●
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具

い
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加
の

新
規
・
更
新
申
請

あ
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
４
）、

県
入
札
審
査
課
（
う
０
４
８
‐
８
３
０
‐

５
７
７
１
）

　

建
設
工
事
、
設
計
調
査
測
量
業
務
、
土

木
施
設
維
持
管
理
業
務
で
、
市
の
入
札
に

参
加
す
る
た
め
の
申
請
受
け
付
け
を
、
新

規
申
請
は
９
月
14
日
㈮
か
ら
、
更
新
申
請

は
10
月
15
日
㈪
か
ら
県
と
共
同
で
行
い
ま

す
。
申
請
窓
口
は
県
入
札
審
査
課
で
す
。

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
・
26
年
度
「
物
品
・
そ
の
他
業

務
」
の
受
け
付
け
は
平
成
25
年
２
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

中小企業近代化
経営資金 2,000万円 1.80% 運転資金 10年

設備資金 12年 0.45～1.59％

小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.45～1.59％

特別小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.80%

中小企業緊急運
転資金 300万円 1.625% 運転資金  1年 0.45～1.59％

※
各
制
度
と
も
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
の

保
証
を
付
す
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

就
業
構
造
基
本
調
査

あ
商
工
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

10
月
１
日
㈪
現
在
で
、
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、

雇
用
政
策
お
よ
び
経
済
政
策
な
ど
を
企

画
・
立
案
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
行
う
地
域
は
、
全
国
か
ら
統
計

理
論
に
基
づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
地
域
で
は
、
９
・
10

月
に
、
世
帯
の
確
認
や
調
査
票
記
入
の
お

願
い
に
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
・

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

県
収
入
証
紙
の
販
売

あ
会
計
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
９
）

　

県
収
入
証
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ

か
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
県
か
ら
の
手
数
料
は
市
の
財
源
と

な
り
ま
す
。
県
収
入
証
紙
を
購
入
す
る
際

は
市
役
所
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
㈪
＝
固
定
資
産
税
第
３
期
・

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

 祝!! 100歳
お誕生日
おめでとうご

ざいます

熊
くま

谷
がい

ときのさん（上柴町東）7月27日生

一度読んだらクセになる
深谷ねぎっこブログ
深谷の旬な情報を配信中♪

花園文化会館アドニス開館20周年記念NHK公開録画花園文化会館アドニス開館20周年記念NHK公開録画
あ生涯学習課（う572‐9581）

　お笑いコンビ・サバンナが司会を務める
NHK・Eテレ「スクールライブショー」（書道パ
フォーマンス）の公開録画を実施します。
とき●10月27日㈯午後4時45分～（開場＝午後4時）
ところ●花園文化会館アドニス
い10月4日㈭（必着）までに、往復はがきの往信
用裏面に、郵便番号・住所・氏名・電話番号、返
信用表面に、郵便番号・住所・氏名を明記の上、
生涯学習課「スクールライブショー」係（〠366
‐0823本住町17‐3）へ

※応募多数の場合は、抽選の上当選者には入場整
理券（1枚で2人入場可）を、落選者には落選通
知をお送りします。
※インターネットオークションなどでの売買を目
的とした申し込みであると判明した場合には、抽
選対象外とします。
個人情報の取り扱い●観覧申し込みの際に頂いた
個人情報は、抽選結果の連絡に使用します。また、
NHKでは、受信料のお願いや番組・イベントの
ご案内に使用する場合があります。

パソコン教室

ところ 講座名 内容 とき（10月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入力 1日㈪
2日㈫

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代） －

Excel入門 表の作成と書式設定、計算式
の入力と関数の利用など

16日㈫
17日㈬

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

新デジカメ
写真活用２

デジカメ写真を使ってオリ
ジナルスライドショーの作
成

29日㈪
30日㈫

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

上柴公民館
☎ 572‐9001

アルバムを作ろう 写真とコメントを自由に配置したアルバムの作成
10日㈬
11日㈭

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

季節を描こう⑵ ハロウィーンのカボチャとお化けを描こう（Word描画）
23日㈫
24日㈬

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

■対象　市内在住か在勤で、各対象要件を満たすかた　あい9月24日㈪午前9時から、参加料を各公民館へ

■市民限定2割引券をご利用ください
　市民限定2割引券を市役所本庁舎・総合支所・公民館で配布していますので、ご利用ください。
※11月1日㈭～平成25年3月22日㈮までは、大規模修繕を行うためプールは休館となります。
■花の音楽祭in深谷グリーンパーク（10月21日㈰午前10時～午後3時）
　野良着ファッションショーのモデルとフリーマーケットの出展者を募集します。
　詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

営業時間 入場料 注意

午前10時～午後9時
（最終入場は午後8時15分）
※火曜日休館

一般＝1,000円
小・中学生＝500円

オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの入
場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、
小学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。入れ墨や
タトゥーを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内容 とき 備考

無料園芸相談
相談員／門

かど

井
い

照
てる

光
みつ

園芸に関する疑問に親切・丁寧に
お答えします。

毎週日曜日
※変更になる場合があ
ります。

ところ／１階フラワーホスピタル

プールプログラム アクアビクス、コアエクササイズ、水泳
教室、わんぱくスイム、Jr.スイムなど － 詳しくはお問い合わせいただくか、ホーム

ページをご覧ください。

グリーンパーク・パティオ（☎574‐ 5000）
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

23 2012.9. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

主な公共機関への連絡先と取扱時間主な公共機関への連絡先と取扱時間
市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分まで
（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがありますので、事前にご確認ください。

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子の
ための
おはなし会

絵本、紙芝居、手遊びなど
9月13日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／0～3歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語り）「な
らなしとり」、紙芝居など

9月22日㈷
午後１時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居など 9月15日㈯

午前11時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会

絵本の読み聞かせ「3びきのこぶ
た」・「さるのせんせいとへびのか
んごふさん」、紙芝居「ぴこたんの
なぞなぞうんどうかい」、折り紙

9月8日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：おはなしと映画「おじゃる丸
ちっちゃいものの大きなちから」
（11分）
2部：絵本、紙芝居、エプロンシア
ター、ストーリーテリング、手品、手
遊びなど

10月6日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

図書館担当 内容 とき ところ

家庭児童相談室 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談

月～金曜日
午前9時～午後4時

市役所北別館
家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 ‐

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談 午前10時30分～午後6時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時30分

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午・
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談

毎月第1火曜日午前9時～正午
※受け付けは市民課へ

市役所西別館
会議室 

交通事故相談 交通事故相談所
☎048‐822‐6558 交通事故に関する相談 月～金曜日

午前9時～午後4時30分
県庁第2庁舎
交通事故相談所

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登校・
いじめ・非行など、学校生活上
の不適応や悩みについての相
談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の困
り事や悩みなどの相談
※事前予約も可

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

女性の悩み相談室 L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第1・3土曜日、第2水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ＤＶ問題法律相談 L・フォルテ
☎573‐4761

配偶者やパートナーからの暴
力などに関する相談　予約制

毎月第3木曜日
午後1時30分～4時

キララ上柴
ミーティングルーム2

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関する
相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 内職・就職相談室
☎573‐1171

内職の仕事紹介、内職求人の
受け付け、就職相談　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

求人情報提供、職業相談・紹介
※雇用保険など一部業務はハ
ローワーク熊谷のみ取り扱い

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日・第3日曜日

午後1時～3時
ボランティア交流
センター

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

9月13日㈭午前10時～11時30分
9月21日㈮午前10時～11時30分
9月24日㈪午前10時～11時30分
10月1日㈪午前10時～11時30分
　　　　　午後1時30分～4時

川本保健センター
花園保健センター
おかべ子育て支援センター
深谷市保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 深谷市保健センター

こころの相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

9月18日㈫午後2時～4時
10月2日㈫午前10時～11時40分 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 こども青少年課

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第1木曜日午後1時30分～3時
毎月第4火曜日午前10時～11時・
午後5時30分～6時30分

熊谷保健所

■図書館休館日（4館共通）
【9月】   3日㈪・10日㈪・14日㈮・18日㈫・24日㈪
【10月】 1日㈪・9日㈫・12日㈮・15日㈪・22日㈪・29日㈪
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

川本 川本保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

※「乳幼児相談」や「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

花園

9月  7日㈮

午前9時30分～11時50分
（受け付け：午前9時20分～
9時30分）

おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母

9月15日㈯

10月  5日㈮

10月13日㈯

全区域
マタニティ教室

深谷

9月25日㈫
（受け付け：午前9時45分～
10時）

おおむね3～5か月児
※要電話予約（1週間前までに）
（託児を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）10月  9日㈫

全区域
離乳食教室

深谷

花園

9月13日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成23年2月  6日～2月28日生まれ
9月27日㈭

10月11日㈭

平成23年3月  1日～4月  6日生まれ10月25日㈭

10月30日㈫

深谷深谷/岡部

1歳6か月児
健康診査

9月20日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成21年2月  5日～2月28日生まれ
9月28日㈮

10月  4日㈭
平成21年3月  1日～3月24日生まれ

10月18日㈭

10月24日㈬ 平成21年3月  1日～4月30日生まれ

深谷/岡部 深谷

3歳児
健康診査

川本/花園 川本

9月12日㈬

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年5月26日～6月15日生まれ
9月21日㈮

10月  1日㈪

平成24年6月16日～7月15日生まれ10月11日㈭

10月31日㈬

9月18日㈫ 平成24年5月16日～6月15日生まれ

10月19日㈮ 平成24年6月16日～7月15日生まれ

BCG予防接種

総合深谷/岡部

川本/花園 川本

9月21日㈮

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年4月25日～5月15日生まれ
9月25日㈫

10月  2日㈫

平成24年5月16日～6月15日生まれ10月16日㈫

10月23日㈫

10月10日㈬ 平成24年5月  1日～6月15日生まれ

深谷/岡部

川本/花園

4か月児
健康診査

深谷

川本

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
８
０
０
０
」

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
翌
日
午
前
７
時

休
日（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜
翌

日
午
前
７
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

とき 休日診療医院名 問い合わせ

9月  2日㈰
神足眼科医院 ☎574‐6754

仲町診療所 ☎571‐2622

とき 休日診療医院名 問い合わせ

9月  9日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎584‐6512

9月30日㈰ 石川アイクリニック ☎572‐6315

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂｈｔｔｐ：//ｍｏｂｉｌｅ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋａｙａ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ/

　　　　　   9月  1日・  2日・  8日・  9日・15日・16日・17日・22日・
　　　　　　     23日・29日・30日
　　　　　 10月  6日・  7日・  8日・13日・14日・20日・21日・27日・
　　　　　　     28日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　 小児科・内科（こども）

　　　　　   9月  2日・  9日・16日・17日・22日・
　　　　　　　  23日・30日
　　　　　 10月  7日・  8日・14日・21日・28日

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（☎573‐7723・常盤町62‐2）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

9月  4日㈫

（受け付け：午後1時～2時）

平成23年8月1日～平成24年1月31日生まれ
9月  5日㈬

9月  6日㈭

9月  7日㈮

9月10日㈪

平成23年7月31日以前に生まれたかたで
7歳6か月未満
※要予約（予約方法は12ページをご覧くだ
さい）

9月13日㈭

9月14日㈮

9月15日㈯

9月20日㈭

総合深谷/岡部

不活化ポリオ
予防接種
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◆以下の事業は予約制です。9月11日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101
● 川本子育て支援センター ☎583 ̶ 2233

問

※豊里子育て支援センターは、育児相談と広場のみ実施しています。

予
防
接
種
2

　

２
種
類
以
上
の
予
防
接

種
を
、
同
一
施
設
内
で

同
一
の
接
種
対
象
者
に

対
し
て
行
う
こ
と
を
同
時
接
種
と
呼
び
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
ど
の
よ

う
な
組
み
合
わ
せ
で
も
同
時
接
種
が
可
能

で
す
。
そ
の
目
的
は
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
予
防
接
種
に
よ
り
防
げ
る
複
数
の
疾
患

か
ら
お
子
さ
ん
を
守
る
こ
と
で
す
。
単
独

接
種
と
比
較
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が

容
易
と
な
り
、
ご
家
族
の
負
担
を
減
ら
す

利
点
も
あ
り
ま
す
。
同
時
接
種
に
よ
り
重じ

ゅ
う

篤と
く

な
有
害
事
象
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
は
、
国
外
に
お
け
る
20
年
以
上
の
歴
史

が
証
明
を
し
て
い
ま
す
。
以
上
を
踏
ま
え

て
、
日
本
小
児
科
学
会
は
同
時
接
種
を
一

般
的
な
医
療
行
為
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

新
潟
大
学
小
児
科
の
齋さ

い

藤と
う

昭あ
き

彦ひ
こ

教
授

は
、
同
時
接
種
を
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

固
定
法
に
例
え
て
い
ま
す
。
「
ベ
ル
ト
は

万
が
一
の
事
故
に
備
え
る
も
の
で
す
。
肩

に
２
本
、
腰
に
１
本
、
と
複
数
締
め
る
の

が
一
般
的
で
す
。
そ
の
ベ
ル
ト
を
、
出
発

時
は
肩
１
本
だ
け
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

に
停
車
し
た
時
に
１
本
締
め
て
、
さ
ら
に

次
で
１
本
締
め
る
と
い
う
こ
と
を
す
る
で

し
ょ
う
か
。
最
初
か
ら
全
部
締
め
て
、
最

大
限
の
効
果
を
確
保
し
よ
う
と
し
ま
す
よ

ね
」
分
か
り
や
す
い
例
え
だ
と
感
服
し
て

い
ま
す
。

井上こどもクリニック

井
いの

上
う え

佳
よ し

也
な り

先生

スマイルパパ
パパと一緒にミニ運動会
に参加しよう！

桜ケ丘子育て支援センター
10月13日㈯
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者 先着20組 無料 桜ケ丘子育て支援センター

ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？

岡部公民館
10月13日㈯
午前10時30分～11時30分

未就学児の保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター

ベビーオイル
マッサージ

親子で楽しみながら、ベ
ビーオイルマッサージをし
ましょう

藤沢子育て支援センター
10月11日㈭
午前10時30分～11時30分

1歳未満児と保護
者 先着20組 無料 藤沢子育て支援センター

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

川本子育て支援センター
10月2日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了して
いる未就学児と保
護者

先着7組
親
300円
子
250円

川本子育て支援センター

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

桜ケ丘子育て支援センター
10月5日㈮・19日㈮
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者 各日

先着20組 無料
桜ケ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。10月12日㈮・26日㈮

午前10時30分～１１時30分
1歳半以上児と保
護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ケ丘子育て支援センター
10月3日㈬・17日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半以上児と保
護者

各日
先着20組 無料

桜ケ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

10月10日㈬・24日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者

お誕生会 10月31日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
10月3日㈬・17日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

10月10日㈬・24日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 10月31日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
10月3日㈬・17日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

10月10日㈬・24日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 10月31日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
10月3日㈬・10日㈬・17日㈬
・24日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 10月31日㈬
午前10時30分～１１時30分

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

川本子育て支援センター
10月3日㈬・10日㈬・17日㈬
・24日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 10月31日㈬
午前10時30分～１１時30分

パワフルらんど
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
10月4日㈭・18日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
※随時相談に応じます。

未就学児と保護者

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前9時～正午・午後2時30
分～4時30分
※詳しくはお問い合わせください。

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
10月5日㈮・19日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

10月12日㈮・26日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
10月5日㈮・19日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

10月12日㈮・26日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
毎週金曜日
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

川本子育て支援センター
毎週金曜日
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

親子コンサート
親子で歌ったり踊ったり、
楽しいひとときを過ごしま
しょう

みらい幼児園おかべ
10月27日㈯
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者
各センター
24組
（120組）

無料 桜ケ丘・藤沢・明戸・おかべ・
川本子育て支援センター

※
次
回
、
予
防
接
種
と
副
反
応
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

● 桜ケ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115
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「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!
ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

　国道 17号のプランターなどを花々で彩ってきた市民
ガーデニングボランティアの活動が、国道の美化に貢献
したとして、深谷第一高校とともに国土交通省関東地方
整備局大宮国道事務所長から感謝状を授与されました。
ボランティアの皆さん、これからも頑張ってください！

森田真樹 先生

講師　森
もり

田
た

真
まさ

樹
き

先生（フラワーショップ・ブルーモルフォ）
参加料　2,500 円（ドリンク付き）定員　先着 20人
申込期間　9月 8日㈯～ 15日㈯

　秋の雰囲気漂うカワイイ雑貨とフラワーアレンジのコ
ラボ。カフェタイムを含む楽しいアレンジメントです。
とき　9月 26 日㈬ 午後 1時 30 分～ 4時
ところ　B.B.Boo hanazono ＆ Cafe 床とこテラス

↑登録はこちらから




